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＜連絡事項＞
・ケアプロセス・転倒転落アセスメントシート・口腔衛生評価を行い、上野ＪＧＭへ報告してください。
・12時間以上排尿ない場合、都度指示受けするようにしてください。
＜患者様連絡事項＞
・佐々木　忠明様～14:00妻様来院、野村Ns、PSW大川で面談。家族側は退院先として本人が望むのであえば自宅も視野に入れていたようだが、現在の本人様の状態説明を受け、施設申し込みを進めていく方向となる。SWから南部町の特養・グループホームの情報提供をし、申し込みを勧めている。申し込み後は、当院まで連絡がくる予定。また、症状に変動があった場合は担当から連絡を入れる事を伝えている。
・山田　石見様～定期の経管栄養カテーテル交換している。
ＳＷより情報あり。今年度分の保険料は口座振替としているが、8月分　　は振替されたものの9月分は通帳の残高が足りず振り替えがされていない状態。前年度分までの未納分は8月下旬に一度窓口で1万を支払いしておりそれ以降支払いなし。
①通帳に入金して振り替えが可能な状態にしておくこと②金額は幾らでもよいので窓口での支払いを継続すること　の2点を続けることで、10月31日以降の介護保険料は1割負担となる予定。
・小山田チヤ様～10/6  14:00南山苑へ退院予定。
・一戸　節夫様～食事全量摂取でき、本人より普通盛りへ戻して欲しいと希望あり。本日昼からハーフ食解除。
・本木　貞子様～長男より電話あり。「主治医面談後、親族（妹2人）と話ししましたが、チューブなど入れるのは可哀想だがら、そのまま点滴でお願いしたいです。」とのこと。水分は摂れているため、高カロリーのジュースをメインに食事内容を変更していること伝えている。
・吉田　レイ子様～昨日13時より排尿ない事、主治医へ状態報告し導尿の指示あり施行。濃縮尿200㎖流出確認。点滴1本/日　2日分処方。
・佐藤　國雄様～ＳＷより情報あり。ケアマネ　みろくの郷水梨様より、グループホーム「みろく苑」の入所判定会議で入所可の判定が出たとのこと。後程みろく苑市川様より入所についての連絡が入ることとなる。
・西塚　幸子様～10/8  14:00～テレビ電話面会予定。
・向谷地　忠様～採血の結果主治医へ報告し、抗生剤は中止の指示。
・村田　昌弘様～10/5　14時、特養　えんぶり物語スタッフ来院し訪問調査予定。
＜安ヶ平Dr診察＞
・処方変更の患者様なし。
＜皮膚科＞
・木村　茂様～臀部・膝は治癒。
・中市　正治様～腕へのデルモゾール軟膏処置は終了。
・山田　石見様～左膝へのイソジンシュガーを止め、ガーゼ保護のみとする。
＜要注目患者様＞
・山田　石見様～経管栄養トラブル無く終了。Ba内の排尿は、混濁浮遊物著明の為、白湯は+100ml増量している。
・木村　茂様～バイタルサイン異常なし。排便－５日で水様便多量に見られている。
・飛鳥　サト様～バイタルサイン異常なし。食事は各食1/2摂取している。活気のなさ見られているが、意識レベルの低下はない。
・佐々木　忠明様～悲観的発言・不穏さ無く自室で穏やかに過ごす。不調の訴え無し。
・橋本　喜久子様～自室にて独語見られる。切迫した様子無く、対面時穏やか。
・田中　稔美様～食事は各食1/2～全量摂取。介入への拒否・易怒性なし。
・大渡　勝男様～ホールにて過ごされる。破損行為無く経過。
・角谷　守通様～ホールにて過ごされる。オムツ交換時の一時的な易怒性あるも、その他は穏やか。
・河原木　きみゑ様～ホールにて過ごされる。対面には活気ないが表情・口調共に穏やか。「パンなら食べれる」と話し、朝食は全量、昼食は米飯で1/4摂取している。
・瀧又　富造様～日中は発熱なく経過。独語やリネン弄り見られている。
・奥瀬　一彦様～深夜帯、トイレ覚醒時トイレの水を飲んでいる為介入している。介入に対し易怒性なく、自室へ戻られている。日中は棟内徘徊繰り返し、対面時には拒否・易怒性なく応じる事出来ている。
・新井　敏広様～起床後、Cユニット詰所のカウンターを飛び越え侵入している為介入しているが、易怒性見られている。日中は棟内徘徊繰り返している。スタッフ介入の際には拒否・易怒性あり。
・是川　志郎様～棟内（他居室・ホール）の窓を弄っている場面多い。言葉かけの際には「あれは栗の木だなぁ」「みてただけだ」と話す。離院への行動化なし。
・松尾　秋男様～日課以外、ベッド臥床傾向。体調については「大丈夫」と話し、飲酒に関連した言動なし。
